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写真：JA宮崎経済連系統和牛枝肉共励会
　　　チャンピオン獲得 松岡洋一さん（写真中央）
　　　松岡隆史さん（写真左）松岡洋美さん（写真右）
　　　３Pに詳細を掲載



伝承される、日本発祥の地

４回日本発祥地まつり第

豊作を祈って

代田祭苗

T A K A H A R U

　２月11日（建国記念の日）、第４回日本発祥地まつりが開催されました。雪のちらつくお天気でしたが、
昼の部では、大小のお神輿を担いでのご神幸行列やフォトコンテストの表彰、本町に根付く伝統芸能の
披露、力じまん大会（綱引き）、ウォーキングなどが行われました。また、ふるさと大使の紘呂しのぶ
さんの歌謡ショーや、宝生流能楽師の佐野登さんの仕舞がまつりに花を添えました。
　夜の部では、神代の火祭りが行われ、高千穂峰より採火された火が、「五穀豊穣」、「厄払い」を祈願し
た５つのやぐらに灯されました。温かく神秘的な光に照らされた会場では、様々な芸能が披露され、盛会
に祝宴が行われました。

　２月 18 日、狭野神社で苗代
田祭（ベブがハホ）が行われ
ました。田人が田打ちを行い、
木で作られた牛（ベブ）に馬
鍬が付けられ代掻きをし、ハ
ホ（妊婦）が種もみを蒔き、
楽人の歌う庭立ちの歌を全員
で歌いながら神田の周りを回
りました。その最中に交わさ
れる、西諸弁のユーモラスな
会話に、会場は笑いで包まれ
ました。最後は種モミ、餅、
味噌などの縁起物が観客に配
られ、今年１年の豊作を祈願
しました。
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News of town

JA 宮崎経済連系統和牛枝肉共励会

岡洋一さん、県チャンピオンに輝く！松

高原アーレースミニバスケットボールスポーツ少年団

３位入賞おめでとう第

昭和 46年度高原中学校卒業生同窓会

い出の母校に心温まる寄付思

小林西高等学校調理科プレゼンツ

校生三ツ星レストランｉｎ高原高

　２月 21 日 ( 株 ) ミヤチク高崎工場にて開催されました
JA 宮崎経済連系統和牛枝肉共励会におきまして、県内か
ら選りすぐりの 78 頭の出品がある中、松岡洋一さん（花
堂区）の出品牛がチャンピオンに選ばれました。BMS№(脂
肪交雑 ) は最高級となる 12、肉質等級も最高級となる
A-5、枝肉重量 589.3kg と質量兼備の素晴らしい枝肉で
した。日々、後継者の隆史さんと協力して、牛の飼養管
理を行っており、親子の絆で獲得した栄冠となりました。
　チャンピオンになられた松岡洋一さんは、「率直に嬉
しい。」「肥育農家が良い宮崎牛を出荷して、高値で売っ
て、そして地元の和牛繁殖農家の子牛を買うという、地
域のみんながしっかりと儲かるようなサイクルを、関係
団体と生産者が一体となって作って行きたい。」とおっ
しゃっていました。

　１月 28 日から 29 日にかけて、都城市で第５回 RiverCup 小学生
バスケットボール交歓大会が開催され、本町から高原アーレースミ
ニバスケットボールスポーツ少年団が出場しました。惜しくも準決
勝で敗れ、3 位決定戦に臨みました。３位決定戦では、国分と対戦。
試合は、１点を争うシーソーゲームとなり、高原アーレースは、26
－25 の１点差で見事勝利しました。今後の活躍に期待します。

　２月 18 日、皇子原レストハウスにおいて、小林西高
等学校調理科による「高校生三ツ星レストランｉｎ高原」
が開催されました。高校生シェフが調理から配膳までを
務める珍しいイベントで、メニューも町内産の食材をふ
んだんに使用した贅沢なコースランチとなっており、多
くの家族連れなどで賑わいました。

　昭和 46 年度高原中学校卒業生同窓会の皆さんが、還暦
を迎えるにあたり、恩返しの意味を込めて、高原中学校
に寄付金を送りました。
　２月 17 日に行われた高原中学校での贈呈式では、当時
の思い出話に花を咲かせていました。
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平成 28 年度健康づくりモデル事業

ってみませんか　健康づくり講演会笑

高原町を大いに満喫

原魅力発見ツアー第２弾高

北霧島観光振興機構（ＤＭＯ）推進事業

本で最も美しい村まちづくり講演会日

　２月９日、ほほえみ館中研修室で、平成 28 年度健康づくりモデル
事業「笑ってみませんか　健康づくり講演会」が開催されました。今
回で２回目となる講演会ですが、前回も好評頂いた、三遊亭歌之介師
匠のお弟子さんの三遊亭天歌さん（宮崎市出身）を講師にお招きし、
古典落語３話を中心としたお話で昨年以上の大爆笑の講演会となりま
した。好評につき、３回目の講演も計画しています。ご期待ください。

　２月 18 日から 19 日にかけて、町内の神社や温泉を巡る「高原魅力
発見ツアー第２弾」が開催されました。
　ツアーには、町外から９名の参加があり、狭野神社の農耕神事「苗
代田祭」鑑賞や霧島東神社への参拝、高校生三ツ星レストランでの食
事交流から軽トラ市での買い物体験まで、盛りだくさんの内容で冬の
高原町を大いに満喫しました。

　１月 27 日、北霧島観光振興機構（ＤＭＯ）推進事業「日本で最も美しい村」
まちづくり講演会が行われました。講師の菊地マリエ氏（公共Ｒ不動産　コー
ディネーター）に自らの足で「日本で最も美しい村」連合を巡った経験の中から、
全国の先進地事例の紹介や今から高原町が取り組んでいくべきことについてご
講話いただきました。今回の講演会は、「日本で最も美しい村」として、更なる
磨きをかけていくための、意識の向上や課題発見の良き機会となりました。

１票が私たちの未来を作る第１歩！

けもんの主張わ

安全安心なまちづくりのために

－ブミラー贈呈式カ

　１月 11 日、えびの市飯野地区コミュニティセンターにおいて、「平成 29 年
わけもんの主張（西諸県支会大会）」が開催されました。
　本町代表として、正入木莉奈さん（上後川内区）が出場し、『若者と選挙』と題し、
20 歳代の投票率が低くなっている現状を分析したうえで「今、投じる１票が将
来の日本に大きな影響を及ぼす可能性があること。」「ただの１票ではなく、意
思のある１票を投じてほしい。」と熱意をもって力強く述べられました。

　ＪＡ共済連宮崎県本部より、カーブミラー 17 基
が寄贈されました。
　１月 31 日、贈呈式が行われ、ＪＡこばやし坂下栄
次組合長から日高町長に目録が贈られました。
　寄贈いただいたカーブミラーは、交通事故のない、
安全で安心なまちづくりに活用していきます。

T A K A H A R UT A K A H A R U
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「
ス
プ
リ
ン
グ
を
利
か
す
」
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平成 28 年度高原町和牛振興大会開催

　２月 10 日、神武ホールにおいて、約２００名の
振興会員を迎えて和牛振興大会が開催されました。
内容は、ＮＯＳＡＩみやざき 上松瑞穂獣医 より「分
娩間隔の短縮と飼養管理」についてＮＯＳＡＩ西諸
高原家畜診療所の佐藤知広所長より「牛異常産の予
防」について、それぞれ講演をいただきました。ま
た、町内和牛繁殖農家さんの繁殖母牛の分娩間隔を
調査し、分娩間隔の短い農家さんを飼養頭数規模で
５部門に分け、優良農家として表彰がありました。
最後にＪＡこばやし青年部高原支部長の清水豊さん
による力強い大会スローガンの宣誓を行い、盛会の
うちに終了しました。

　
梅
や
早
咲
き
の
桜
が
開
花
し
、
ウ

グ
イ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
始
め
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
三
月
は
待
ち
に
待
っ
た
ヤ
マ

メ
の
解
禁
を
向
か
え
、
僕
に
と
っ
て

は
猟
期
に
続
い
て
大
忙
し
の
日
々
で

す
。

　
我
が
家
の
畑
も
、
少
し
ず
つ
に
ぎ

わ
い
始
め
ま
し
た
。
昨
年
は
手
探
り

で
始
め
た
菜
園
で
す
が
、
今
年
は
も

う
ち
ょ
っ
と
計
画
を
練
っ
て
取
り
組

ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
虫
が
つ

き
や
す
い
と
か
、
食
べ
ご
ろ
に
な
っ

て
か
ら
ど
れ
く
ら
い
放
置
し
て
お
け

る
か
、
昨
年
に
学
ん
だ
こ
と
を
参
考

に
育
て
る
作
物
を
選
ん
で
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
遅
霜
に
や
ら
れ
て

夏
野
菜
の
苗
が
全
滅
し
た
の
で
、
今

年
は
霜
対
策
に
も
気
を
つ
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　
暖
か
く
な
る
前
に
終
わ
ら
せ
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冬
場
に
頂
い
て

き
た
杉
や
檜
の
か
か
り
木
を
、
毎
日

せ
っ
せ
と
斧
で
割
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
相
当
な
量
で
し
て
、
中
々
、
終

り
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
我
が
家
の

風
呂
は
薪
炊
き
で
す
し
、
妻
の
お
母

さ
ん
が
つ
く
る
じ
ゅ
ん
ば
あ
の
タ
レ

も
薪
火
で
炊
き
上
げ
ま
す
。
で
す
の

で
、
一
般
家
庭
よ
り
も
多
く
薪
を
用

意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
夏
場
は
暑
く
て
薪
割
り
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
木
を
伐
採
す
る

に
も
水
を
吸
っ
て
て
重
く
乾
き
に
く

い
。
で
き
る
だ
け
乾
燥
し
て
い
る
時

期
に
少
し
で
も
乾
か
し
て
お
か
な
い

と
、
い
ざ
薪
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
死
活
問
題
で
す
。

　
昨
年
は
駒
打
ち
が
春
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
シ
イ
タ
ケ
も
、
今
年
は
早
め

に
済
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

シ
イ
タ
ケ
も
じ
ゅ
ん
ば
あ
の
タ
レ
に

欠
か
せ
な
い
素
材
で
す
の
で
、
し
っ

か
り
と
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ヒ
ラ
タ
ケ
は
見
事
に
な
り
ま
し
た
が
、

シ
イ
タ
ケ
は
い
ま
ひ
と
つ
元
気
が
な

い
よ
う
な
。
そ
う
い
え
ば
ミ
ツ
バ
チ

も
今
年
こ
そ
巣
箱
に
呼
び
た
い
し
、

山
菜
も
採
り
に
行
き
た
い
し
、
や
る

こ
と
が
多
い
春
は
一
年
で
一
番
忙
し

い
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

空
前
の
仔
牛
高
値
や
春
う
ら
ら

菜
の
花
や
そ
っ
と
手
を
貸
す
認
知
症

山
に
音
山
に
香
春
は
す
ぐ
そ
こ
に

顔
ほ
ど
に
名
前
浮
か
ば
ず
紙
風
船

ふ
う
わ
り
と
春し
ゅ
ん

霜そ
う

の
田
に
白
い
鳥

気
ご
こ
ろ
の
知
れ
た
る
同
士
硯
汁

卒
業
や
し
ん
も
え
憶
ふ
ヘ
ル
メ
ッ
ト

横　

田　
　

修　

入　

佐　

典　

子

岩　

崎　

富
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

村　

原　

澄　

子

桑　

原　
　

玲　

　

三 

月
号 　
　
　

高
原
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ほほえみ館通信
　　町民の健康に関するわだいをお届けします

　平成 29 年度の簡易人間ドック受付が３月１日から始まりました。また、

皆さんのお手元に平成 29 年度各種健（検）診希望調査票も届いているかと

思います。ぜひ早目のお申し込みをしていただきますようお願いします。

　国の健康づくり事業の中でかつては「平均寿命」が取りざたされていましたが、

最近は介護を必要としない人の余命を指す「健康寿命」に焦点が移っています。

ちなみに２０１３年（平成 25 年）の健康寿命は男女ともに日本が最も長く、男

性が７１．１１歳、女性が７５．５６歳でした。国は、さらなる健康増進のた

めに生活習慣病を予防し元気で長生きしようと「健康日本 21」を策定しました。

　生活習慣病の中でとくに防がなくてはいけない病気は、循環器病（心臓疾患、脳

血管疾患）と糖尿病、それにがんです。がんについては、塩分やアルコールなどい

ろんな要因はありますが、がんを生活習慣病として予防するためには、禁煙が最も

効果的です。ただし、がんは生活習慣に加えて遺伝の要因があります。そのため、

がんの重症化を防ぐためには、基本的に早期発見、早期治療が最も大切になってき

ます。この早期発見、早期治療というのは、がんも大事に至らないうちに発見して

適切な治療につなげれば、治る可能性が高いというのが基本的な考え方です。ところが、未だに不治の病と思い込ん

でいる人もいます。なぜなら「症状が出て受診したらがんと診断され、治療を受けたけれども亡くなった」という事

例を、身近で見たり聞いたりしているからです。しかし、ここで正しておきたいのは、何らかの症状が出て受診する

のは診療です。検診ではありません。症状が出てからでは進行がんであることが多く治療が奏功しないため、ここか

ら「がんは見つかったらもうおしまい」のような誤解やあきらめが生じているのではないかと考えられます。また、

この他に面倒くさい、あるいは時間が取れないという理由で検診を受けない人も多くいます。

人間ドックの受付が始まりました！

国の取り組み

早期発見、早期治療が基本です

　町で実施する検診は住民を対象として行うものであり、検診の機会のない場

合や自営業の方や主婦の方など一定の条件を満たしていれば基本的に誰でも受

けられます。しかも公費による補助があるので費用も低額で受けられます。

　検診は１回だけの受診ではなく、定期的に検診を受け経過をみていくことも

非常に大切なことです。

男性 71.11 歳 女性 75.56 歳

健康寿命世界一

お早めに、各種健（検）診をお申し込みいただきますようお願いします。
【お問い合わせ先】
ほほえみ館健康づくり推進係
℡42－４８２０
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○問い合わせ先

町民福祉課保険係

℡42－１０６７

　

春
は
卒
業
・
入
学
（
進
級
）・

就
職
の
季
節
で
す
が
、
国
保
加

入
の
方
で
次
に
該
当
さ
れ
る
方

は
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
で
①
に
該
当
す
る
方

は
、
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
引

き
続
き
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

就
職
に
伴
い
会
社
等
の
健
康

保
険
に
新
た
に
加
入
し
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

※

③
に
該
当
さ
れ
る
方
の
手
続

き
に
必
要
な
書
類
等

・
世
帯
主
及
び
該
当
者
の
個
人

番
号
カ
ー
ド
又
は
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド

・「
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険

資
格
等
取
得
連
絡
票
」
も
し
く

は
就
職
先
で
交
付
を
受
け
た
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
写
し
可
）

　

②
に
該
当
さ
れ
る
方
の
保
険

証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
４
月
か
ら
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
交
付

を
受
け
る
場
合
に
は
、
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
町
外
に
住
所
を
移
し
、　

　
大
学
等
の
教
育
機
関
で

　
就
学
さ
れ
る
方

③
就
職
さ
れ
る
方

②
町
外
に
住
所
が
あ
り
、　

　
大
学
等
の
教
育
機
関
に

　
引
き
続
き
通
い
、
国
民

　
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
を
ご
利
用
中
の
方

※

①
と
②
に
該
当
さ
れ
る
方
の

手
続
き
に
必
要
な
書
類
等

・
世
帯
主
及
び
該
当
者
の
個
人

番
号
カ
ー
ド
又
は
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド

・
住
民
票
の
写
し（
①
の
方
の
み
）

・
平
成
29
年
度
の
在
学
証
明
書

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
該
当
す
る
方
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
就
職
さ
れ
た
方
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証

　

手
続
き
は
、
同
一
世
帯
の
方

で
あ
れ
ば
可
能
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
保
険
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
上
記
の
と
お
り
、

手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

手続きをお忘れなく！

町民福祉課
保険係
下村裕太

町民福祉課
保険係
久保田修平

町民福祉課
保険係
中村由利加

就職、大学等に
入学または在学中の
皆さんにお知らせです！

お
知
ら
せ

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

乳
幼
児
も
ぐ
も
ぐ
大
好
き
教
室

　

も
う
す
ぐ
離
乳
食
が
始
ま
る
方
、
離
乳
食

に
挑
戦
中
の
方
、「
何
を
食
べ
さ
せ
て
い
い
の

か
な
？
」
な
ど
不
安
に
感
じ
る
保
護
者
の
た

め
に
、
こ
の
教
室
で
は
離
乳
食
を
進
め
る
た

め
の
必
要
な
基
礎
知
識
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
日
時　

３
月
23
日
（
木
）

　

午
前
10
：
00
〜
11
：
30

○
場
所　

ほ
ほ
え
み
館　

多
目
的
室

○
内
容　

離
乳
食
・
幼
児
食
の
進
め
方
の
講

話
、
離
乳
食
の
試
食

○
対
象　

乳
幼
児
（
０
〜
１
歳
）
と
保
護
者

○
参
加
費　

無
料

○
持
参
す
る
物　

母
子
手
帳

※ 

参
加
さ
れ
る
場
合
は
３
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
、
ほ
ほ
え
み
館　

健
康
づ
く
り
推
進

係
ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

ほ
ほ
え
み
館　

健
康
づ
く
り
推
進
係

　

☎
０
９
８
４‒

42‒

４
８
２
０

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　

相
続
登
記
を
し
な
い
で
い
る
と
…

• 

相
続
人
の
う
ち
の
一
人
が
亡
く
な
り
、
更

に
相
続
が
発
生
す
る
と
、
相
続
人
の
数
が

増
え
登
記
手
続
き
や
費
用
な
ど
負
担
が
増

加
し
ま
す
。

• 

土
地
・
建
物
の
売
却
や
ロ
ー
ン
の
手
続
き

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

• 

実
際
の
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
災

害
復
旧
や
防
災
の
た
め
の
工
事
が
で
き
な

い
な
ど
の
社
会
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

 　

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
を
し
ま

せ
ん
か
？

※ 
詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
宮
崎
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
地
方
法
務
局　

　

☎
０
９
８
５‒

22‒

５
１
２
４

最
低
賃
金
額
改
定
に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
に
は
、「
地
域
別
最
低
賃
金
」

と
「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」
の
２
種

類
あ
り
ま
す
。
こ
の
２
種
類
の
最
低
賃
金
の

改
定
が
あ
り
ま
し
た
。「
地
域
別
最
低
賃
金
」

で
あ
る
「
宮
崎
県
最
低
賃
金
」
は
、
平
成
28

年
10
月
１
日
付
け
で
時
間
額
７
１
４
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
」
に
お
い
て
も
全
て
の
分
野
で
平

成
28
年
12
月
28
日
に
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宮
崎
労
働
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
【
宮
崎
県　

最
低
賃
金
制
度
】
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
先

　

宮
崎
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
９
８
５‒

38‒

８
８
２
１

113
２ 22
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一
一
〇
番

　
だ
よ
り

一
一
九
番

　
だ
よ
り

寄
付

月 の 交 通 事 故 発 生 状 況

月 の 出 動 状 況

人 口 の 動 き

人身 年計

総人口

現住人口調査２月１日現在

世帯数

対前

月比

〃

〃

〃

〃

〃

〃

☆転出

☆転入 ◎出生

●死亡

男

女

年計

年計

火災

救急

年計

物損

番りり

　

一
面
の
写
真
に
、
新
燃
岳
が
爆
発
す
る
様
子
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
飛
行
機
か
ら
撮
影
し
た
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す
。
噴
火
翌
日
に
は
、
県
知
事
も
緊
急
来
町

さ
れ
、
被
害
状
況
の
調
査
に
あ
た
っ
た
と
の
記
述
が
あ
り

ま
す
。
被
害
は
農
業
全
般
に
わ
た
り
、
裸
麦
、
小
麦
、
な

た
ね
、
野
菜
、
澱
粉
な
ど
、
９
，
５
０
０
万
円
の
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

１
月
受
付
分
・
敬
称
略

□
香
典
返
し

□
善
意
寄
付
金

【
遺　

族
】　　
【
故　

人
】　　
　
　
【
地
区
名
】

社

ト
ッ
プ
記
事
　「
昭
和
34
年
、
新
燃
岳
爆
発
」

１

１

４

０

４

１３

０

５２ ５２

１３

４，３２８ －４

－１

－１

２０ ８

１９１４

－５ －１６１

－１２２

－７５

－８６４，７６０

３，８７０

９，０８８

山
田
直
子
　
　
父
　
有
川
清
利
　
　
上
麓
区

正
派
若
博
流
若
博
寿
麗
会
　
枦
山
美
智
子

有
馬
弘
信
　
　
妻
　
ミ
サ
エ
　
　
　
祓
川
区

田
熊
マ
サ
子
　
夫
　
恭
寛
　
　
　
　
並
木
区

古
財
光
恵
　
　
夫
　
正
敏
　
　
　
　
出
口
区

振
り
込
め
詐
欺
連
続
発
生
中

○
警
察
官
を
名
乗
っ
て
お
金
を
騙
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
！

最
近
、
県
内
で
は
警
察
官
を
名
乗
っ
て

「
詐
欺
の
犯
人
が
持
っ
て
い
た
名
簿
に
あ
な
た
の
名
前
が
あ
っ
た
。」

「
捕
ま
え
た
犯
人
が
大
量
に
通
帳
を
持
っ
て
い
た
が
、
あ
な

た
の
も
の
が
あ
っ
た
。」

な
ど
と
電
話
を
か
け
、

「
名
簿
か
ら
名
前
を
削
除
す
る
の
に
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。」

「
あ
な
た
の
通
帳
を
確
認
に
行
き
ま
す
。」

「
悪
用
さ
れ
る
前
に
口
座
を
止
め
る
の
で
お
金
を
下
ろ
し
て

下
さ
い
。」

な
ど
と
言
っ
て
、
お
金
を
下
ろ
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
通

帳
を
騙
し
取
ろ
う
と
し
た
り
す
る
手
口
の
振
り
込
め
詐
欺

電
話
が
連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
点

・
警
察
や
金
融
機
関
が
現
金
を
下
ろ
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
出
回
っ
て
い
る
名
簿
か
ら
名
前
を
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
不
審
な
電
話
を
受
け
た
と
き
は
、
ご
家
族
、
交
番
・
駐
在

所
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

●
相
談
窓
口

振
り
込
め
詐
欺
相
談　

℡
０
９
８
５‐

29‐

２
５
２
５

小
林
警
察
署　
　
　
　

℡
０
９
８
４‐

23‐

０
１
１
０
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３月の行事予定表
日 曜 内　　容 場　所 時　間 担当課

８ 水
肩こり腰痛予防教室
廃プラリサイクルの収集日
町子牛品評会
農業用廃プラ集積日

ほほえみ館
各ごみ集積所
畜産振興センター
JA出口　集積所

9:30～11:30
8:30まで

8:30～12:00

ほほえみ館
町民福祉課
農政畜産課
農政畜産課

９ 木
トレーニングコース
成牛・乳子牛・和牛ETセリ市
豚セリ市

ほほえみ館
西諸畜連
西諸畜連

17:30～21:00 ほほえみ館
農政畜産課
農政畜産課

10 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30～11:30 ほほえみ館

11 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00～18:00 ほほえみ館

12 日 リサイクルの収集日
ほほえみミニバレー大会

各地区リサイクル集積所
高原町民体育館・高原町民体育館分館

7:30～9:00
8:30～

町民福祉課
教育総務課

13 月 古紙リサイクルの収集日

牛異常産予防注射

もやせるごみ収集地区の各ごみ集積所

町内一円

8:30まで 町民福祉課

農政畜産課

14 火

母子健康手帳交付
乳児健診
トレーニングコース
牛異常産予防注射
皇子原学園閉講式
古紙リサイクルの収集日

ほほえみ館
ほほえみ館
ほほえみ館
町内一円
中央公民館
もやせるごみ収集地区の各ごみ集積所

9:30～1130
13:00～13:30受付
17:30～21:00

9:30～
8:30まで

ほほえみ館
ほほえみ館
ほほえみ館
農政畜産課
教育総務課
町民福祉課

15 水

肩こり腰痛予防教室
町民生活相談
廃プラリサイクルの収集日
高原学
郡子牛品評会

ほほえみ館
ほほえみ館
各ごみ集積所
小林～都城
西諸畜連

9:30～11:30
9:00～12:00
8:30まで
9:00～

ほほえみ館
社会福祉協議会
町民福祉課
教育総務課
農政畜産課

16 木

トレーニングコース
古紙リサイクルの収集日
人権相談
子牛生産検査・予防注射（10･11月生）
町内各中学校卒業式

牛異常産予防注射

ほほえみ館
もやせるごみ収集地区の各ごみ集積所
ほほえみ館
町内一円
町内各中学校

町内一円

17:30～21:00
8:30まで
10:00～15:00

高原中:9:15～
後川内中：9:30～

ほほえみ館
町民福祉課
町民福祉課
農政畜産課
教育総務課

農政畜産課

17 金
肩こり腰痛予防教室
古紙リサイクルの収集日
子牛生産検査・予防注射（10･11月生）
牛異常産予防注射

ほほえみ館
もやせるごみ収集地区の各ごみ集積所
町内一円
町内一円

9:30～11:30
8:30まで

ほほえみ館
町民福祉課
農政畜産課
農政畜産課

18 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00～18:00 ほほえみ館

19 日 たかはるよりどり交流市
成牛セリ市

中央商店街
西諸畜連

8:30～11:00 まちづくり推進課
農政畜産課

20 月 もやせるごみの収集日（祝日収集）
県内一斉消毒の日

もやせるごみ収集地区の各ごみ集積所
町内一円

8:30まで 町民福祉課
農政畜産課

21 火 トレーニングコース
子牛セリ市

ほほえみ館
西諸畜連

17:30～21:00 ほほえみ館
農政畜産課

22 水

肩こり腰痛予防教室
廃プラリサイクルの収集日
子牛セリ市
自然散策講座
農業用廃プラ集積日

ほほえみ館
各ごみ集積所
西諸畜連
町内
JA出口集積所

9:30～11:30
8:30まで

9:30～
8:30～12:00

ほほえみ館
町民福祉課
農政畜産課
教育総務課
農政畜産課

日 曜 内　　容 場　所 時　間 担当課

23 木

乳幼児もぐもぐ大好き教室
トレーニングコース
子牛セリ市
町内各小学校卒業式

ほほえみ館
ほほえみ館
西諸畜連
町内各小学校

10:00～11:30
17:30～21:00

高原小：9:30～
広原小：9:35～
狭野小：10:00～
後川内小：9:50～

ほほえみ館
ほほえみ館
農政畜産課
教育総務課

24 金
肩こり腰痛予防教室
子牛生産検査・予防注射（10･11月生）
牛異常産予防注射
町内各小・中学校修了日

ほほえみ館
町内一円
町内一円

9:30～11:30 ほほえみ館
農政畜産課
農政畜産課
教育総務課

25 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00～18:00 ほほえみ館

26 日

27 月 全共西諸代表決定検査（第１次）
（第２･３･６･７区）

西諸畜連 農政畜産課

28 火 母子健康手帳交付
トレーニングコース

ほほえみ館
ほほえみ館

9:30～11:30
17:30～21:00

ほほえみ館
ほほえみ館

29 水
肩こり腰痛予防教室
廃プラリサイクルの収集日
成牛セリ市･妊娠牛セリ市

ほほえみ館
各ごみ集積所
西諸畜連

9:30～11:30
8:30まで

ほほえみ館
町民福祉課

30 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30～21:00 ほほえみ館

31 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30～11:30 ほほえみ館

４ 月
1 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00～18:00 ほほえみ館

2 日 平成29年度高原町消
防団入退団式

皇子原公園 8:00～

3 月

４ 火

5 水
肩こり腰痛予防教室
町民生活相談
もやせないごみの収集日

ほほえみ館
ほほえみ館
各ごみ集積所

9:30～11:30
9:00～12:00
8:30まで

ほほえみ館
社会福祉協議会
町民福祉課

6 木

7 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30～11:30 ほほえみ館

●● 春分の日

　「
た
か
は
る
マ
マ
ん
ず
会
」
と
い

う
お
母
さ
ん
達
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
が
、
お
母
さ
ん
達
向
け
の
地
図

「
マ
マ
マ
ッ
プ
」
を
作
っ
て
、
町
内

の
お
母
さ
ん
達
に
配
ろ
う
と
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

　
普
通
の
観
光
マ
ッ
プ
な
ど
と
は

異
な
り
、
お
母
さ
ん
達
に
と
っ
て

役
立
つ
情
報
に
特
化
し
た
内
容
の

も
の
を
作
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
掲
載
す
る
の
は
、
例
え
ば
、
子

供
と
遊
ぶ
と
こ
ろ
、
お
母
さ
ん
達

が
ラ
ン
チ
す
る
と
こ
ろ
、
買
い
物

を
す
る
と
こ
ろ
、
医
療
機
関
な
ど

で
す
。

　
経
費
は
寄
付
の
み
で
、
現
在
、

地
図
に
載
せ
る
対
象
と
な
る
よ
う

な
町
内
の
業
者
さ
ん
達
を
回
っ
て

寄
付
を
募
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
寒
い
日
や
、
家
事
や
仕
事
で

忙
し
い
時
間
の
合
間
を
縫
っ
て
、

懸
命
に
頑
張
る
姿
は
本
当
に
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ア
イ
デ
ア
と
熱
意
で
、
自
分
達

の
ま
ち
を
自
分
達
の
力
で
住
み
よ

い
形
に
し
て
い
く
、
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
知
恵
を
出
し
、
汗
を
か
い

て
町
の
人
達
の
活
動
を
後
押
し
で

き
る
職
員
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
中
武
　
利
仁
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第 1回

ふるさと林道からの眺め
　神武大橋からひなもりオートキャンプ場に抜けるふるさ
と林道の上部から東側を見下ろすと高原町が一望できま
す。天気の良い日は宮崎市の海沿いまで見渡せ、神武天皇
が東征に向かったであろうその道のりを雄大に眺めること
ができます。

み ん な の ひ ろ ば

税の大切さを学ぶ

　小学生の税に関する絵はがきコンクールで、
高原町小学校６年の石ヶ野遥夏さんが南九州
税理士会小林支部長賞を、松下貴要君が青年
部会長賞を、竹井巧匠君が女性部会長賞を、
麥生田蘭さんと大牟田一郎君が奨励賞を受賞
しました。このコンクールは、小学生に税
の大切さや役割について学んでもらい、そ
の知識を絵はがきにすることで、税に対す
る理解を深めてもらうことが目的です。　
　受賞された皆さん、おめでとうございました。

　宮崎大学地域資源創成学部と高原町の共同研究で高
原町PR動画制作ワークショップが昨年11月に行われ、
２月 17 日に公開されました。ワークショップには町
内 3 団体から参加者が集まり、「プロの映像製作者を町
民が使って、動画を撮る」というコンセプトのもと動
画制作が行われました。参加者は、なれない作業に戸
惑いつつも、個性豊かな動画を制作することができま
した。動画は下記のURL、QRコードから視聴できます。

高原町への思いを動画に

URL　https://goo.gl/vSiEFt

にににににににににににににににににににににににににににににににににににに

青年団協議会 商工会青年部

南九州税理士会小林支部長賞　
石ヶ野遥夏さんの作品

宮崎大学地域資源創成学部
田中雄之先生

　
　
昨
年
11
月
の
撮
影
以
来
、
高
原
町
の
温

泉
が
大
好
き
に
な
り
、
い
ろ
ん
な
友
人
を
連
れ
て

何
回
も
通
っ
て
ま
す
。

　
熱
心
に
動
画
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た

　
　
　
　
高
原
町
の
人
達
に
感
謝
で
す
！
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